
 

 

 

 

 

 

 

 

児童・生徒の実態 

かっとなって、友達につかみかかったり、物を投げたり、暴言が出たり

する。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

生徒がかっとなったときの支援 中学校 

☆手立て・合理的配慮 

・ 事前に、絶対してはいけない３つ

のことを約束しておく。その３つの

ことがあったときは、カームダウン

スペースで、落ち着く時間をもたせ

る。 
 

・ カームダウンスペースでは、話し

かけず、気持ちが落ち着くまで待

つ。 

支援を受けてみて 

・ かっとなったとき、人を傷つけないように、すぐカームダウンスペ
ースに行くことで、落ち着くことができます。（本人） 

・ かっとしたときは、何か言われるとさらにかっとなるので、話しか

けないでいてくれるのが、とてもありがたいです。（本人） 
・ 家でやっている方法を学校でもしてもらえました。（保護者） 

・ 落ち着いたら、筆談する。筆談も、キーワードの選択肢 

に○をつける形式にして言葉を減らす。 

(どうしてこうなったか？ どうしたらよかったか？今からどうするか？について筆談する

と、 整理できていく。)   
 


